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【活動の基本情報】 

参加学生数：23 名 

   「 1 年生「：2 名、2年生「：9 名、3年生「：6 名、4年生「：6 名） 

活動期間：2011 年 7月～ 

担当教員：大浦由美 

  

1．活動実施の経緯 

 有田川町での第19回全国棚田「 千枚田）サミット「 2013

年度）開催決定をきっかけに、2010 年に県が企画した「 棚

田モニターツアー」に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の高齢化とと

もに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たりにして、学生側から「 棚田保全ボラン

ティア」のアイデアが出されたことをきっかけに、学内で棚田保全ボランティアへの参加

者を募り、 棚田ふぁむ」を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 

  

2．活動の内容 

コロナ禍の影響が続いていたが、今年度については、ほぼすべての現地活動を実施するこ

とができた。また、2022 年秋 夕暮れのシエキノカワでピクニック」 10 月 29 日）に 3

年ぶりに出店し、沼地区産品の販売や PRを行った。さらに JICA 関西「 地域理解プログラ

ム」の一環として有田川町清水地区で実施された研修に参加し、棚田ふぁむの活動紹介お

よび体験交流を実施した。その他の活動については以下の通りである。 

・メンバー紹介および活動報告誌の作成 

・沼地区および沼地区産品を PR するためのパンフレットの作成 

・FM 和歌山と観光学部生によるラジオ番組 ワダイノタビ」への出演 棚田ふぁむの活

動や沼地区についての紹介） 

 

3．活動を通じて 

ようやく現地活動を再開することができたが、感染状況をにらみながらの日程調整であ

ったために時間がかかる等の問題により、参加者の確保の面では課題が残った。次年度は、

学生「・地域双方にとっての活動の意義をあらためて共有するために、地域の現状を把握す

るための調査活動を実施する予定である。 

 なお、本活動は、農林水産省「 つなぐ棚田遺産」感謝状「 未来へつなぐ部門）贈呈企業

等のひとつとして選定された。長年にわたって本活動を支えていただいた全ての関係者に

深く御礼申し上げたい。 

和歌山県有田郡有田川町 

学生との協働による棚田保全・集落支援活動 
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4．成果ポスター 

 



 

合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県有田郡有田川町 

 

テーマ：学生との協働による棚田保全・集落支援活動 

 棚田ふぁむからは 3 人のメンバーで参加しました。発表

順は、1 日目の最後でした。発表は普段お世話になってい

る沼地区の方や、県庁の方も発表を見に来ていただきまし

た。発表後には「今年度も 1 年間ありがとう、上手くふぁ

むの活動をまとめてあった」「沼地区の魅力も端的にまと

められており分かりやすかった」と労いとお褒めの言葉も

頂き、嬉しかったです。コメントシートでも、色々な感想を頂きました。ありがとうござい

ました！ ひとつ質問を頂いたため、回答させていただきます。 

Q．米の天然乾燥がなぜ美味しくなるのか知りたくなった。 

A．機械乾燥だと短時間で高温乾燥させるためお米に負担がかかります。天日干しだと太陽の 

 光でじっくり乾燥させるため時間はかかりますが、そのぶんお米にストレスがかからず、 

 お米本来の味が引き出せるため、美味しく仕上がります。 


